
１. 少子化・グローバル化による社会の変容と 

地域間ネットワークデザイン 



大学連携講座 

「少子化・グローバル化による社会の変容と地域間ネットワーク・デザイン」 

趣旨 

少子化、グローバル化によって地方は人口減少等、様々な地域課題を抱え

ている。しかしながら、地域の団体が広域的連携することで効率的に課題を

解決することが可能である。そのためには、地域における多様な団体がネッ

トワークを構築し、協力できる体制を考えることが必要である。 

本講座では、「少子化・グローバル化による社会の変容と地域間ネット

ワーク・デザイン」と題して、地域におけるネットワーク構築のあり方につ

いて考えた。 

常葉大学法学部 地域法政策研究・実践センターは、大学連携講座の事業

を通じて地域との連携を図った。このような取り組みを通じて、大学が地域

における「場」として、大学と地域との連携に寄与する土台を形成すること

ができた。 



１ 大学連携講座の名称：第 １ 回 地域における安全とネットワーク

２ 主担当大学及び所属：常葉大学法学部 地域法政策研究・実践センター 

３ 連携先大学及び所属：なし 

４ 開催日時： 7 月 8 日（土）14 時～17 時  

５ 開催場所：常葉大学水落校舎 

６ 参加者数： 45 人（一般 15 人、大学生 30 人） 

７ 事業の概要と成果（講師、要旨を含む）： 

少子高齢化に伴い、安全で安心なまちづくりが必要とされている。地域の絆

が薄れているため、地域の各団体がネットワークを形成することが必要であ

る。 

上川 陽子衆議院議員による基調講演「最近の犯罪と罰則化」では、最近の

刑法の改正における性犯罪の厳罰化、再犯の問題が取り上げられ、地域の協力

体制の下、再犯を防ぐことの重要性が強調された。川村法彦氏（静岡県くら

し・環境部県民生活局くらし交通安全課くらし安全班主幹）の「犯罪の起きに

くい社会づくり」では、犯罪に関するデータをもとに、地域における高齢者や

子供の見守りの必要性が述べられた。木村佐枝子准教授（健康プロデュース学

部心身マネジメント学科）は、「地域連携による大学生の防犯ボランティア活

動」と題し、常葉大学の学生による実践を通じた地域貢献の事例を紹介した。

静岡市企画課長松浦高之氏から、防犯カメラに対する静岡市の助成等、防犯を

めぐる最新の施策について紹介があり、細川壮平教授（法学部）は刑法の視点

から防犯活動にコメントをした。 

浜松キャンパスの学生から実際に行っている防犯活動の紹介がなされ、地

域の方からは、地域で学生に活動してもらうためにはどうしたらよいか等、

質問が出された。学生が地域における安全をいかに守るべきか、大学として

どのように関わるかについて考える機会になり、大学と地域とのネットワー

クの土台が形成された。特に、被害者のみならず、再犯防止にむけた地域の

支援や子供が犯罪に巻き込まれないよう見守り、子供自身による注意を地域

で行う必要がある。大学生が犯罪防止に向けた地道な取り組みに参加するこ

とが地域の方から期待されている。大学生の団体と地域とをつなぐ手段が少

ないため、今後は、地域のニーズを受けとめる窓口が欲しいとの意見が多く

みられた。 

・基調講演「最近の犯罪と厳罰化」上川 陽子（衆議院議員） 

・講演「犯罪の起きにくい社会づくり」川村 法彦（静岡県くらし・環境部 

県民生活局 くらし交通安全くらし安全班）  

・講演「地域における安全とネットワーク」木村佐枝子（常葉大学准教授） 

コメンテーター 

松浦 高之（静岡市企画課課長） 

細川 壮平（常葉大学法学部教授） 



１ 大学連携講座の名称：第 2 回 地域における演劇とネットワークづ

くり                    

２ 主担当大学及び所属：常葉大学法学部 地域法政策研究・実践センター 

３ 連携先大学及び所属：静岡産業大学 

４ 開催日時： ７月 22 日（土）14 時～17 時 

５ 開催場所： もくせい会館 

６ 参加者数： 45 人（一般  30 人、大学生 15 人） 

７ 事業の概要と成果（講師、要旨を含む）： 

「地域における演劇とネットワークづくり」と題して長谷川孝治氏（青森

県立美術館舞台芸術総監督・劇作家・演出家）が野外劇「津軽」を題材にし

ながら、地域における劇団のあり方について基調講演を行った。成島洋子氏

（SPAC 芸術局長）、小泉祐一郎氏（静岡産業大学情報学部教授）、安武伸朗

氏（常葉大学造形学部教授）、中島一彦氏（静岡市観光交流文化局長）がシ

ンポジウムを行い、演劇によって作り上げる地域の魅力や継続する方法につ

いて話し合った。 

7 月 21 日（金曜日）の関連ワークショップでは、学生たちが演劇による

地域おこしや身体を使ったコミュニケーションのとり方を学んだ。 

7 月 23 日（日曜日）、関連シンポジウムでは、南アルプスユネスコエコ

パーク井川ビジターセンターで栗下浩信氏（自治会連合会会長）等から、井

川における人口減少、移住、地域における伝統芸能の承継、音楽祭を活用し

た地域づくりが紹介され、長谷川幸治氏が青森県の過疎地における演劇活動

や読み聞かせ活動の広がりについて紹介した。 

参加学生からは今後も地域との話し合いを継続し、アートを活かしたまち

づくりに関わっていきたいとの意見が聞かれた。 

・基調講演 「地域における演劇とネットワークづくり」長谷川孝治（劇作

家・演出家） 

・シンポジウム「地域における演劇とネットワーク」 

小泉 祐一郎 （静岡産業大学教授） 

中島 一彦（静岡市企画局政策推進統括監） 

成島 洋子（SPAC 芸術局長） 

安武 伸朗（常葉大学造形学部教授） 



１ 大学連携講座の名称：第３回 地域における文化の継承とネットワーク

２ 主担当大学及び所属：常葉大学法学部 地域法政策研究・実践センター 

３ 連携先大学及び所属：静岡文化芸術大学 

４ 開催日時：11 月 19 日（日）14 時～17 時 

５ 開催場所：掛川市大日本報徳社 

６ 参加者数：30 人（一般  20 人、大学生 10 人） 

７ 事業の概要と成果（講師、要旨を含む）： 

 「創造的産業と税制優遇 007 から藤田そして U2 へ」と題してシグリッ

ド・へメルス教授（エラスムス大学法学部）が基調講演を行った。天内大樹

講師（静岡文化芸術大学デザイン学部）は、浜松・寺島町リノベーション学

生ワークショップ」の実践報告を行った。土屋和男教授（造形学部）、杉山

智之非常勤講師（造形学部）、造形学部環境デザインコース 3 年生が「掛

川・松ヶ岡の活用・継承」と題し、実践報告を行った。ディスカッション

「見えがくれする掛川 建築を使い続ける・街を持続させる」では、地域に

おいて文化を継承・持続し、まちづくりに活かしていくためのネットワーク

づくり、地域で市民・行政・大学が連携して歴史的建造物や地域資源を維

持・活用する取り組みを通じて歴史的建造物の価値について考えた。参加し

た学生からは「掛川市全体が文化財に力を入れている」、「市民が主導して歴

史的建造物を保全している」、「他大学の取り組みを知ることができた」と

いった感想が聞かれた。なお、当日は茶エンナーレが開催されていたため、

来場できなかった関係者が多かった。 

・基調講演 「文化政策と税のインセンティブ」 

Sigrid Hemels（エラスムス大学教授） 

・実践報告「掛川市・松ヶ岡の活用・継承」               

土屋 和男（常葉大学 造形学部 教授） 

杉山 智之（常葉大学 造形学部非常勤講師） 

常葉大学造形学部環境デザインコース 3年生・掛川市教育委員会 

・実践報告「浜松コンヴァージョン建築マップ」  

天内 大樹（静岡文化芸術大学 デザイン学部 講師） 

・ディスカッション「見えがくれする掛川 建築を使い続ける・街を持続さ

せる」          

天内 大樹・杉山 智之・「松ヶ岡を愛する会」・掛川市・掛川市教育委員会 

ファシリテーター 土屋 和男 
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